
（別紙様式第５号）

１．事業評価の実施

２．事業評価結果の総括

３．各地区の評価結果

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

北陸 新潟県 十日町市 women farmers japan ● ●
●
■

A

積極的なマルシェ出店や、新潟伊勢丹出店などリアル販売に加え、SNSマーケティング指導を受け、動画配信も
行ったことにより効果的に情報発信できるようになり、成果がフォロワー数に現われている。９月東京ビッグサイ
トでの展示会では多くのバイヤーから興味関心があり200枚の名刺交換をし、販売先が増加した。加工所では冬の仕
事がない女性農家メンバーや農村の女性たちが冬季15名勤務し、毎日顔を合わせ、そこで新商品の意見交換など活
発に行われていることから、優良と評価する。

北陸 新潟県 佐渡市
佐渡地域世界農業遺産推進
協議会

● ●
○
□

A

「トキと共生する佐渡の里山」の価値の再認識に向けた交流促進、次世代を意識した都市との交流促進、首都圏
の自治体等の連携、子どもから理解できる島農業の取組発信及び、移住による新規就農者の確保を目標として実施
している。新型コロナウイルスによる制限もあり一部停滞したものの、目標数値は、ほぼ達成できている状況であ
る。令和５年度以降も引き続き活動を活性化させるとしていることから、優良と評価する。

北陸 富山県 魚津市 経田地区振興協議会 ● ●
○
□

A

コミュニティカフェ事業は利用者及び売上が大幅に増加しており、交流の機会を強く求める住民ニーズを垣間見
ることができている。通所サービスＢ事業は、取組自体は順調であるものの新型コロナの影響もあり、利用者数は
目標の76%に留まった。買い物支援「潮風わいわい市」についても通所サービスB事業の利用者が多いため同様に目
標達成には至らず、更なる工夫を凝らした集客策が求められるが、全体的な評価としては、事業当初に描いた３本
の柱（①買い物支援事業、②コミュニティカフェ事業、③介護予防・健康増進事業）が順調に立ち上がり、機能
し、また、これらが相乗し、実績値（数値）を伸ばすことができているため、優良と評価する。

（注１）　「事業実施段階」の凡例： ソフト対策　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハード対策 ☆・・交付対象年度（計画）　★・・交付対象年度（実施済）　◇・・目標年度（計画）　◆・・目標年度（実施済）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点指導　　▼・・重点指導（通知）　△・・重点指導（結果報告予定）　▲・・重点指導（結果報告）
（注２）　「評価」の区分：　　Ａ・・優良　　Ｂ・・良好　　Ｃ・・低調　　評価対象外・・評価対象外

　令和４年度に交付金事業を実施した３地区について、取組の実施状況、成果等を総合的に評価した。
　その結果、優良と認められる地区が３地区との評価結果となった。

評 価 評 価 コ メ ン ト都道府県

令和４年度　農山漁村振興交付金（地域活性化対策）
事業実施主体　評価一覧

　３件

事業実施段階
市 町 村農政局等

令和４年度に実施された「農山漁村振興交付金（地域活性化対策）」の事業について、「農山漁村振興交付金（地域活性化対策）実施要領」（平成30年３月28日付け29農振第2262号農林水産省農村振興局長通知）第11の３の
規定に基づき、評価を行ったので、その結果を公表する。

事 業 実 施 主 体 名



４．第三者機関の意見聴取

【評価委員会　委員】

【令和５年度評価委員会の開催概要】

　４　主な意見

　特になし。

１　日　時 ：令和５年８月２３日（水）　９：００ ～ １２：００（オンライン形式により開催）
２　場　所 ：金沢広坂合同庁舎　１階　第３会議室
３　議事概要
　　①　令和４年度評価対象地区の評価方法について
　　　　本年度の評価方法について、説明を行い了承を得た。
　　②　令和４年度評価対象地区の評価及び取組状況について
　　　　令和４年度に事業を実施した３地区の取組概要、評価案について説明し質疑応答を行った。
　　③　令和４年度事業実施地区の評価結果案等について
　　　　令和４年度に事業を実施した３地区の評価結果案等に関して、了承を得た。

農山漁村振興交付金（地域活性化対策）実施要領（平成30年３月28日付け29農振第2262号農林水産省農村振興局長通知）第11の２の規定に基づき、第三者機関である「農山漁村振興交付金（都市農村交流等）評価委員会」を
組織し、評価に当たり意見の聴取を行った。評価委員会の委員及び開催概要は以下のとおり。

委員長：水上 聡子（アルマス・バイオコスモス研究所 株式会社地域計画連合福井ワーキングルーム 代表）
委　員：古澤 槙一（国立大学法人新潟大学農学部農学科助教）
        松本　正 （株式会社北日本新聞社編集局専任局次長）
       　  ※小島 久枝（株式会社オークラニッコーホテルマネジメント金沢宿泊部部長）は欠席

第１回評価委員会


